
被
害
防
止
へ

被
害
防
止
へ

春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

高
齢
消
費
者
被
害
防
止
講
習
会

令
和
６
年
度
　
定
時
社
員
総
会

　
令
和
６
年
度

　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

令
和
６
年
５
月
17
日
（
金
）、

婦
人
会
館
に
て
K
O
B
E
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
と
神
戸
市
の
共

催
に
よ
る
高
齢
消
費
者
被
害

防
止
講
習
会
が
開
催
さ
れ
97

名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
平
成
27

年
度
か
ら
一
昨
年
度
ま
で
開

催
し
て
き
た
「
見
守
り
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
に
替
わ
る

も
の
で
、
昨
年
に
引
き
続
き

２
回
目
の
開
催
と
な
り
、
兵

庫
県
警
察
本
部
の
協
力
に
よ

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

K
O
B
E
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

近
藤
豊
宣
理
事
長
の
挨
拶
に

続
き
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

の
床
谷
消
費
生
活
相
談
員
か

ら
「
最
近
の
悪
質
商
法
の
状

況
と
身
近
な
人
へ
の
声
か
け

方
法
」
の
お
話
や
、
兵
庫
県

警
生
活
安
全
企
画
課
の
森
下

令
和
６
年
5
月
31
日

（
金
）、婦
人
会
館
に
て
定

時
社
員
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
感
染
予
防
対
策

と
し
て
、事
前
に
議
案
書

を
送
付
し
、「
議
決
権
行
使

書
」ま
た
は「
委
任
」に
よ
る

意
思
表
示
を
郵
送
で
依
頼

し
ま
し
た
。
当
日
は
総
計

271
名（
出
席
率

83.4
％
）の
有

効
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
は
、
K
O
B
E
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
近
藤
豊
宣
理

事
長
の
挨
拶
と
神
戸
市
福

祉
局
八
乙
女
悦
範
局
長
の

祝
辞
に
続
い
て
、3
つ
の

議
案
と
2
つ
の
報
告
事
項

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
は
、令
和
5
年
度

の
事
業
報
告
、決
算
報

告
、理
事
及
び
監
事
の
選

任
で
、す
べ
て
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
報

告
事
項
と
し
て
令
和
6
年

度
の
事
業
計
画
と
収
支
予

算
が
報
告
さ
れ
、最
後
に

退
任
す
る
理
事
、監
事
へ

の
感
謝
の
拍
手
で
総
会
は

終
了
し
ま
し
た
。

警
部
補
か
ら
「
特
殊
詐
欺
の

現
状
と
対
策
」
と
題
し
て
、

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
、

分
か
り
や
す
く
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

特
殊
詐
欺
被
害
が
連
日
の

ご
と
く
報
道
さ
れ
て
い
る
上

に
、
神
戸
市
内
で
も
被
害
が
激

増
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
受

講
者
の
皆
さ
ん
は
、
真
剣
な
表

情
で
受
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
関
係
機
関
の
協

力
の
も
と
、情
報
提
供
に
努
め
、

被
害
の
防
止
に
繋
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
４
月
18
日
（
木
）、

第
37
回
こ
う
べ
長
寿
祭
お
よ
び

関
西
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
の

一
環
と
し
て
、
令
和
６
年
度
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
し
あ
わ
せ

の
村
の
多
目
的
運
動
広
場
に
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
K
O
B
E
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
近
藤
豊
宣
理
事
長
、

こ
う
べ
長
寿
祭
推
進
協
議
会
長

田
淳
会
長
（
こ
う
べ
市
民
福
祉

振
興
協
会
会
長
）
の
挨
拶
に
続

き
、
注
意
事
項
の
説
明
、
女
性

委
員
代
表
の
指
導
に
よ
る
「
い

き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
」
を
全
員

で
行
い
ま
し
た
。

　

風
が
強
く
肌
寒
い
天
候
の
も

と
10
時
に
試
合
開
始
。
12
チ
ー

ム
、
79
名
が
3
つ
の
コ
ー
ト
に

分
か
れ
、
日
頃
培
っ
た
連
携
プ

レ
ー
を
発
揮
、
緑
鮮
や
か
な
芝

生
の
上
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
大
会
の
上
位
３
チ

ー
ム
は
、
10
月
開
催
の
「
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
ば
た
け
鳥
取

２
０
２
４
」
の
参
加
資
格
を
得

ま
し
た
。

分かりやすい説明

慎重に
狙って…

　令和６年５月31 日（金）の理事会において、近藤豊宣理事
（西区）が理事長に、久保三男理事（北区）と森松リキ子理事（東
灘区）が副理事長に選任されました。

　この度の総会で選任されました新たな理事な
らびに監事をご紹介します。

理事長・副理事長が選任される

新理事・監事

森松副理事長森松副理事長 近藤理事長近藤理事長 久保副理事長久保副理事長

水谷　監事水谷　監事 末澤　理事末澤　理事重松　理事重松　理事

芝生の上で熱戦芝生の上で熱戦

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
。
芝

目
を
読
み
な
が
ら
ボ
ー
ル
の
行
方

に
一
喜
一
憂
す
る
場
面
も
あ
り
、
最

後
ま
で
元
気
に
27
ホ
ー
ル
を
ま
わ

り
き
り
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
上

位
10
名
、
飛
び
賞
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
賞
（
9
名
）
の
賞
品
が
、
近
藤
理

事
長
か
ら
授

与
さ
れ
ま
し

た
。

　

令
和
６
年
４

月
11
日
（
木
）、

桜
が
咲
き
誇
る

し
あ
わ
せ
の
村

多
目
的
運
動

広
場
に
て
春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
K
O
B
E
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
近
藤
豊
宣
理
事
長
の
開

会
挨
拶
、
藤
本
運
営
副
委
員
長
の

競
技
説
明
の
後
、
参
加
者
全
員
で

元
気
に
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
を

行
い
ま
し
た
。

　

競
技
開
始
の
合
図
と
と
も
に
選

手
２１４
名
は
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、

豪
快
な
シ
ョ
ッ
ト
を
次
々
放
ち
、

桜
満
開
、和
気
あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー

桜
満
開
、和
気
あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー

【
男
性
】

１
位　

山
田　

博
靖�

須
磨
区

２
位　

大
土
井
達
雄�

長
田
区

３
位　

田
村　

昭
美�

須
磨
区

４
位　

宮
野　

光
司�

長
田
区

５
位　

大
森　

次
男�

兵
庫
区

【
女
性
】

１
位　

藤
田　

和
子�

西　

区

２
位　

藤
田
佐
代
子�

垂
水
区

３
位　

村
田　

純
子�

須
磨
区

４
位　

斉
藤　

和
子�

中
央
区

５
位　

皐
月　

恭
子�

西　

区

【優　勝】�岩屋ときわ会（灘区）

【準優勝】�大石東町松寿会（灘区）

【３　位】�多聞台ときわ会（垂水区）

【４　位】�福住クラブ（西区）

【５　位】�鈴蘭台長生会（北区）

【大会結果】

【大会結果】
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区
老
連
だ
よ
り

区
老
連
だ
よ
り

　

こ
の
日
は
例
年
に
比
べ
て

1
月
と
思
え
な
い
位
の
暖

か
い
日
で
、参
加
者
は
77
名

バ
ス
2
台
、豊
中
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
で
合
流
し
大
津
市

の
天
智
天
皇
を
祀
る
近
江
神

宮
へ
向
か
い
ま
し
た
。
バ
ス

を
降
り
ま
す
と
、50
段
位
の

階
段
が
あ
り
、そ
の
上
に
立

派
な
赤
い
神
社
、77
名
が
順

に
参
拝
し
ま
し
た
。

　

次
に
向
か
っ
た
先
は

日や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
を
祀
る
近お
う
み
の
く
に

江
国

一
之
宮
建た

け
べ
た
い
し
ゃ

部
大
社
に
着
き
神

社
の
前
、2
班
に
分
か
れ
て

記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
参
拝
を
済
ま
せ
て

バ
ス
は
石
山
寺
付
近
の
昼
食

の
場
所
「
洗
心
寮
」
に
到
着
、

ク
ラ
ブ
ご
と
の
テ
ー
ブ
ル
に

着
き
、灘
区
老
連
小
谷
会
長

の
挨
拶
の
後
、山
口
副
会
長

の
乾
杯
の
発
声
で
近
江
の
お

料
理
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
次
は
野や

す

し
洲
市
方
面
に
向

か
う
途
中
、バ
ス
の
車
窓
か

ら
見
え
る
、比ひ

ら
さ
ん

良
山
の
山
並

み
は
、積
も
っ
た
雪
で
最
高

に
き
れ
い
で
し
た
。

　

し
ば
ら
く
す
る
と
、大お

お
な己

貴む
ち
の
み
こ
と

命
を
御
祭
神
と
す
る
、兵

ひ
ょ
う

主ず
た
い
し
ゃ

大
社
に
着
き
ま
し
た
。
参

拝
を
済
ま
せ
て
、か
ね
ふ
く

め
ん
た
い
パ
ー
ク
び
わ
湖
に

着
き
ま
し
た
。
明
太
子
を
お

土
産
に
買
い
、そ
の
後
バ
ス

は
名
神
高
速
道
路
か
ら
阪
神

高
速
道
路
へ
、そ
し
て
灘
の

街
に
入
り
ま
し
た
。
こ
の
日

は
大
変
良
い
天
気
に
恵
ま
れ

て
、三
社
参
り
が
終
了
し
ま

し
た
。

　

バ
ス
の
運
転
手
さ
ん
、旅

行
社
の
添
乗
員
さ
ん
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

５
月
11
日
（
土
）
10
時
か

ら
県
立
舞
子
公
園
で
恒
例
の

「
た
る
み
っ
こ
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
た
。

　

明
石
海
峡
大
橋
１
Ａ
（
神

戸
方
ア
ン
カ
レ
イ
ジ
）
東
側

の
芝
生
広
場
に
特
設
ス
テ
ー

ジ
が
設
け
ら
れ
、
垂
水
区

に
ゆ
か
り
の
団
体
が
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
順

次
演
技
を
披
露
し
て
い
た
。

（
37
団
体
が
エ
ン
ト
リ
ー
）

　

そ
の
東
側
に
は
、「
お
ま

つ
り
市
」「
た
る
み
っ
こ
マ

ル
シ
ェ
」
が
展
開
し
て
お

り
、
さ
ら
に
そ
の
東
側
の
緑

地
に
、「
は
た
ら
く
車
」
の

展
示
が
行
わ
れ
て
い
た
。
消

灘
区
老
連

初
詣
日
帰
り
バ
ス
旅
行

〜
今
年
の
恵
方
は

　（
東
北
東
） 

滋
賀
方
面
〜

須
磨
区
老
連

室
内
運
動
会
　
〜 

５
種
目
に
チ
ャ
レ
ン
ジ 

〜

垂
水
区
老
連

た
る
み
っ
こ
ま
つ
り
に
参
加
し
て

　

新
し
い
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
、
平
成
29
年
に
“
認
知
症

予
防
と
会
員
増
強
を
図
る
”

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
新
し
い
事

を
考
え
る
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ

部
に
指
示
が
あ
り
、
当
時
の

部
長
と
副
部
長
が
相
談
し
て

試
行
錯
誤
。
年
齢
と
体
力
等

に
関
係
な
く
ま
た
、
競
技
種

目
の
選
択
肢
を
多
く
し
て
誰

で
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
考

え
、
ま
た
、
限
ら
れ
た
予
算

内
で
の
競
技
用
具
等
の
準
備

に
苦
労
し
つ
つ
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

①
玉
入
れ　

②
ビ
ー
玉
移
し　

③
ス
プ
ー
ン
リ
レ
ー　

④
缶

積
み
高
さ
競
争　

⑤
輪
投
げ

⑥
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢　

⑦
パ

ン
喰
い
競
争

　

こ
れ
ら
の
競
技
は
体
育
館

を
利
用
し
、
雨
天
や
寒
暖
な

ど
に
関
係
な
く
出
来
る
の
で
、

室
内
運
動
会
と
し
て
、
予
選

会
を
数
回
に
分
け
て
行
い
、

決
勝
大
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

競
技
種
目
も
開
催
後
に
見

直
し
を
し
、“
ス
ポ
ー
ツ
吹

き
矢
”
は
競
技
時
間
が
か
か

り
過
ぎ
る
こ
と
と
“
吹
き

口
”
の
衛
生
面
を
考
慮
し
て

第
２
回
目
以
降
は
取
り
止

め
、
ま
た
、
コ
ロ
ナ
の
流
行

後
は
“
玉
入
れ
”
を
“
玉
投

げ
”
に
変
更
、“
パ
ン
喰
い

競
争
”
を
取
り
止
め
る
等
工

夫
を
し
な
が
ら
、
現
在
は
次

の
５
種
目
で
毎
年
実
施
し
て

い
ま
す
。

種
目
と
内
容
の
詳
細

①
玉
投
げ
…
1
チ
ー
ム
６
人

で
１
人
10
個
の
お
手
玉
を

的
に
向
か
っ
て
投
げ
て
的

の
皿
に
入
っ
た
数
で
点
数

を
数
え
る
。（
的
ま
で
の
距

離
は
2.5
m
と
3.0
m
と
す
る
）

②
ビ
ー
玉
移
し
…
１
チ
ー
ム

３
人
と
し
、
30
秒
交
代
で

ビ
ー
玉
を
右
の
容
器
か
ら

左
の
容
器
へ
塗
箸
で
移
す
。

時
間
内
（
90
秒
間
）
に
移

動
で
き
た
数
を
数
え
る
。

③
ス
プ
ー
ン
リ
レ
ー
…
１
チ

ー
ム
６
人
と
し
、
ス
プ
ー

ン
に
ピ
ン
ポ
ン
玉
を
乗
せ

て
５
m
先
の
コ
ー
ン
を
折

り
返
し
て
リ
レ
ー
形
式
で

タ
イ
ム
を
測
定
す
る
。

④
缶
積
み
高
さ
競
争
…
１
チ

ー
ム
３
人
と
し
、
交
代
で

一
定
時
間
内
（
２
分
間
）

に
２
m
先
の
場
所
に
積
み

上
げ
る
。
最
終
積
み
上
が

っ
た
缶
詰
の
高
さ
を
測

定
。（
缶
詰
は
１
回
に
１

個
積
み
上
げ
る
こ
と
が
で

き
る
）

⑤
輪
投
げ
…
１
チ
ー
ム
３
人

と
し
、
個
人
種
目
と
し
て

１
人
３
ゲ
ー
ム
の
得
点
で

順
位
を
決
め
る
。

　

令
和
６
年
度
で
８
回
目
の

大
会
と
な
り
ま
す
が
、
毎
回

好
評
で
参
加
者
も
多
く
人
気

の
大
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

防
車
・
パ
ト
カ
ー
・
白
バ
イ
・

パ
ッ
カ
ー
車
な
ど
。
中
で
も

白
バ
イ
に
は
こ
ど
も
を
乗
せ

て
カ
メ
ラ
に
収
め
る
た
め
の

行
列
が
続
い
て
い
た
。

　

垂
水
区
老
連
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
３
年
を
除
き
、
長
年
こ

の
イ
ベ
ン
ト
に
協
賛
し
参
画

し
て
い
る
。
今
年
も
「
お
ま

つ
り
市
」
に
22
団
体
と
共
に

出
展
。
隣
の
「
た
る
み
っ
こ

マ
ル
シ
ェ
」
に
は
14
団
体
が

出
展
し
て
い
た
。

　

４
月
の
理
事
会
で
松
木
会

長
の
「
家
に
あ
る
不
用
品
で

こ
ど
も
が
喜
ぶ
よ
う
な
も
の

を
提
供
願
う
」
の
呼
掛
け
に

応
じ
、
ぬ
い
ぐ
る
み
・
帽
子
・

グ
ラ
ス
・
C
Ｄ 

・
雨
靴
・
運

動
靴
等
や
、
こ
の
日
の
た
め

に
会
員
に
よ
っ
て
手
作
り
さ

れ
た
、
竹
と
ん
ぼ
・
ぶ
ん
ぶ

ん
ゴ
マ
・
ボ
ト
ル
シ
ッ
プ
・

額
装
さ
れ
た
絵
画
な
ど
を
店

頭
に
並
べ
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
演
技

の
終
わ
っ
た
児
童
や
、
家
族

連
れ
が
続
々
と
来
店
、
女
性

委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
呼
掛
け

で
、
品
物
が
ど
ん
ど
ん
減
っ

て
い
く
。

　

昨
年
は
正
午
過
ぎ
に
は
売

り
切
れ
て
手
持
ち
無
沙
汰
で

あ
っ
た
が
、
今
年
は
品
物
の

数
が
多
く
、
次
々
店
頭
に
並

び
、
そ
れ
で
も
午
後
４
時
に

は
、
ほ
ぼ
売
り
切
っ
て
閉
店

し
た
。

　

品
物
を
提
供
し
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ま
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

2 班に分かれて記念写真2班に分かれて記念写真

たくさんの方にご購入いただきました
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居
場
所
づ
く
り
に
向
け
て

〜
地
域
が
協
働
し
て

　「
高
齢
者
の
お
洒
落
」シ
ョ
ー
開
催
〜

　

長
田
区
池
田
宮
川
あ
ん
し

ん
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
が
繋

が
り
隊
を
結
成
。
地
域
の
4

つ
の
老
人
ク
ラ
ブ
「
長
田
寿

会
・
池
田
親
交
会
・
長
尾
長

栄
会
・
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
高
寿

会
」
が
呼
応
し
、
健
康
寿
命

を
伸
ば
す
認
知
症
予
防
の
取

り
組
み
と
し
て
、
高
齢
者
の

孤
立
化
防
止
の
た
め
、「
居

場
所
づ
く
り
」
を
設
営
。
仲

間
づ
く
り
に
着
手
し
た
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
５
月
１
日

（
水
）
マ
ン
シ
ョ
ン
ロ
ビ
ー
に
お

い
て「
高
齢
者
の
お
洒
落
」フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
挙
行
し
た
。
講

師
か
ら
「
な
ぜ
お
洒
落
が
必
要

な
の
か
？
」
と
の
問
い
か
け
に
、

区
老
連
認
知
症
予
防
教
室
で
実

施
し
た
お
洒
落
の
内
容
を
紹
介
。

「
お
洒
落
に
よ
っ
て
暗
か
っ
た
自

分
が
嘘
の
よ
う
に
明
る
く
行
動

的
に
な
っ
た
」「
夫
を
亡
く
し
て

外
出
を
控
え
る
自
分
が
い
た
。

明
る
い
衣
服
を
纏
う
と
違
う
自

分
が
い
た
」「
男
が
お
洒
落
な
ん

て
ダ
サ
イ
と
思
っ
て
い
た
が
、
ま

ん
ざ
ら
で
も
な
い
」
と
、
多
く

の
仲
間
と
つ
な
が
る
気
づ
き
の

き
っ
か
け
に
な
り
、
生
き
甲
斐
や

健
康
づ
く
り
に
大
き
な
影
響
が

あ
る
と
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
洋
服
ダ
ン
ス
に

長
年
眠
る
大
切
な
洋
服
や
小

物
類
を
身
に
着
け
て
の
参
加

を
呼
び
掛
け
た
。
数
人
い
る

90
歳
代
の
参
加
者
は
、
も
の

の
見
事
に
変
身
。
素
晴
ら
し

い
出
で
立
ち
で
登
場
。
会
場

は
「
オ
～
」
と
い
う
歓
声
が

あ
が
る
。
次
々
と
参
加
者
を

モ
デ
ル
に
講
師
の
リ
ー
ド
で

変
身
を
見
せ
る
。
そ
の
度
に

会
場
は
「
オ
～
、
オ
～
」
と

感
嘆
の
声
。

　

地
域
の
仲
間
と
の
手
作
り

の
お
洒
落
シ
ョ
ー
。
上
下
の

着
こ
な
し
、
色
の
変
化
、
大

切
に
タ
ン
ス

に
仕
舞
わ
れ

て
い
る
帯
締
め
を
小
物
と
し

て
使
う
マ
ジ
ッ
ク
？
な
ど
な

ど
。
会
場
は
笑
顔
と
歓
声
。

　

私
た
ち
の「
居
場
所
づ
く
り
」

「
仲
間
づ
く
り
」「
生
き
甲
斐
づ

く
り
」
を
目
的
と
し
た
地
域
合

同
の
試
み
は
、
大
き
な
手
ご
た

え
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
今

後
、
地
域
に
お
け
る
「
高
齢
者

仲
間
の
連
帯
」
に
大

き
な
、
大
き
な
ヒ
ン

ト
を
与
え
る
も
の
と

な
っ
た
。

長
田
区

　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
高
寿
会

�

日
置
　
一
夫

　

4
月
12
日
（
金
）、
美
し

い
桜
が
満
開
で
薄
い
ピ
ン
ク

色
、
優
し
い
香
り
に
癒
や
し

が
広
が
る
。
快
晴
の
気
持
ち

の
良
い
朝
、
午
前
5
時
20
分

か
ら
川
池
公
園
内
と
外
周
り

を
、
今
日
も
元
気
に
ゴ
ミ
拾

い
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
空
き

缶
、
食
べ
物
の
カ
ス
、
弁
当

さ
く
ら
と

阪
神・淡
路
大
震
災
の

「
い
の
ち
の
碑
」

�

兵
庫
区

　
川
池
中
部
寿
会

�

林
　
信
孝

の
空
き
箱
、
猫
や
犬
の
糞
な

ど
な
ど
。
ま
た
、
ほ
う
き
で

「
い
の
ち
の
碑
」（
阪
神
・
淡

路
大
震
災
に
よ
っ
て
犠
牲
と

な
ら
れ
た
方
々
の
た
め
に
建

立
さ
れ
た
慰
霊
碑
）
の
周
り

に
で
き
た
桜
の
絨
毯
を
清
掃

す
る
と
、
身
も
心
も
爽
や
か

に
な
る
。

　

引
き
続
き
午
前
6
時
30
分

か
ら
、
川
池
中
部
寿
会
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
メ
ン
バ
ー

が
ラ
ジ
オ
体
操
で
軽
や
か
に

体
を
動
か
し
、
い
よ
い
よ
プ

レ
ー
を
開
始
し
た
。
ボ
ー
ル

を
打
ち
な
が
ら
早
々
に
「
ヤ

ッ
タ
ー
」
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

を
誰
々
が
入
れ
た
。
ロ
ン
グ

距
離
が
2
打
で
入
っ
た
。
ゴ

ー
ル
の
輪
に
当
た
っ
て
「
カ

ー
ン
」
体
が
動
き
心
も
軽
や

か
で
あ
る
。

　
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
！

健
康
第
一
」
今
後
も
皆
で
続

　

今
年
9
年
目
を
迎
え
る
中
御

影
笑
和
会
に
お
い
て
、こ
の
度

会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

笑
和
会
の
モ
ッ
ト
ー
を
引
き
継

い
で
頑
張
る
所
存
で
す
の
で
、

皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

当
会
は
、希
薄
な
ご
近
所

付
き
合
い
で
は
な
く
「
互
い

に
気
付
き
合
い
、声
を
掛
け

合
い
、助
け
合
う
こ
と
の
で

き
る
」
会
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
誰
も
が
参
加
し
や
す
い

行
事
や
居
場
所
作
り
を
企

画
・
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
部
は
年
中
無
休
の

『
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
サ

ロ
ン
』は
毎
回
約
30

名
位
の
皆
さ
ん
と
、

四
季
折
々
の
童
謡

や
唱
歌
な
ど
を
ピ

ア
ノ
の
生
伴
奏
で

歌
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
の
間
は
余
儀
な

く
中
止
に
し
て
い
ま

し
た
が
、昨
年
4
月

に
再
開
で
き
た
際
に

は「
ず
ー
っ
と
待
っ

て
い
た
」と
40
名
も

の
方
た
ち
が
集
ま
っ

て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
「
笑
和
会
」の
名

の
通
り
、笑
顔
と
笑

い
声
が
あ

ふ
れ
る『
中

御
影
笑
和

会
』で
あ
り

続
け
た
い
と

願
っ
て
お
り

ま
す
。

ラ
ジ
オ
体
操
を
は
じ
め
、輪
投

げ
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
を
、

皆
で
楽
し
め
る
よ
う
に
と
趣
向

を
凝
ら
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
高

架
下
の
狭
い
公
園
を
う
ま
く

利
用
し
て
、変
化
に
富
ん
だ
6

ホ
ー
ル
の
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
を

作
り
、ゲ
ー
ム
終
了
後
に「
一

発
勝
負
」と
名
付
け
て
、各
自

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
ね
ら
い

ま
す
。
上
手
下
手
で
勝
負
す

る
の
で
は
な
く
、み
ん
な
で
楽

し
め
る
よ
う
に
と
常
に
考
え

て
い
ま
す
。

　

文
化
部
で
は
公
園
花
壇
の

維
持
管
理
、上
御
影
若
菜
会

と
一
緒
に
練
習
し
て
い
る
混

声
合
唱
、月
1
回
の
ふ
れ
あ

い
喫
茶
『
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
サ
ロ

ン
』
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

東
灘
区

　
中
御
影
笑
和
会

�

小
谷
　
春
美

心
繋
ぐ
笑
和
会

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

老人クラブお洒落会老人クラブお洒落会

け
て
い
け
る
こ
と
を
、
ま

た
、
命
の
尽
き
る
ま
で
元
気

で
い
ら
れ
る
こ
と
を
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。

グラウンドゴルフショートコース選手権大会グラウンドゴルフショートコース選手権大会輪投げ大会輪投げ大会

御影音楽祭に出演御影音楽祭に出演 10 周年記念撮影10 周年記念撮影

新年会は焼き餅入りの新年会は焼き餅入りの
ぜんざいでお祝いぜんざいでお祝い

グラウンドゴルフグラウンドゴルフ

ラジオ体操ラジオ体操清掃の様子清掃の様子
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文
芸
欄

文
芸
欄

俳
　
句

俳
　
句

紅
梅
会
（
東
灘
区
）

楠
の
若
葉
萌
し
や
光
り
合
ふ�

朋　

子

も
う
少
し
走
り
さ
る
か
な
春
時
雨�

比
佐
美

野
す
み
れ
や
割
れ
目
に
群
れ
て
律
儀
な
り�

早
智
子

い
つ
頃
犬
ふ
く
り
と
は
誰
が
名
付
け
し�

美
恵
子

春
時
雨
濡
れ
て
帰
路
な
り
傘
忘
れ�

扶
喜
子

帰
り
道
季
節
に
ご
こ
ろ
い
ぬ
ふ
ぐ
り�

里　

子

パ
ン
ジ
ー
の
寄
せ
植
を
か
ぐ
犬
ふ
ぐ
り�
松　

子

薫
風
や
ふ
く
ろ
む
封
書
押
さ
へ
て
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
恵　

宝
愛
句
ら
ぶ
（
中
央
区
）

朝
掘
り
と
筍
売
り
の
声
弾
む�

和　

子

満
ち
満
ち
て
降
っ
て
く
る
な
り
桜
花�

悦　

子

幼
子
の
ゆ
れ
る
ブ
ラ
ン
コ
母
の
膝�

千
枝
子

菜
の
花
や
海
光
浴
び
て
華
や
げ
る�

道　

子

ぶ
ら
ん
こ
板
天
突
く
様
に
漕
ぐ
児
か
な　
　
　
　
　
　
　
丘　

菜
畑
の
帽
子
が
走
る
迷
路
か
な�

和　

志

鞦し
ゅ
う
せ
ん韆
や
癒
し
い
や
さ
れ
里
心�

啓　

臣

梅
の
美
会
（
兵
庫
区
）

新
緑
や
退
院
の
日
を
喜
び
て�

山
口　

茂
子

小
春
日
に
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
姥
走
る�

藤
田
ユ
イ
子

春
場
所
や
部
屋
座
布
団
の
カ
ラ
フ
ル
さ�

岡
田
富
早
恵

野
の
花
に
話
し
か
け
た
る
五
月
晴�

山
田　

朝
子

何
事
も
無
き
か
の
よ
う
に
鯉
の
ぼ
り�

粟
野　

富
江

高
原
さ
さ
ゆ
り
会
（
北
区
）

緑
陰
を
通
り
抜
け
る
や
風
小
僧�

松
村
二
三
枝

散
歩
路
に
蕨
く
れ
た
る
媼
か
な�

中
井　

裕
子

葱
坊
主
油
の
な
か
で
花
が
咲
く�

佐
藤
か
な
め

鼓
草
吹
い
て
風
読
む
散
歩
道�

南　

久
美
子

夏
め
く
や
二
の
腕
白
く
眩
し
く
て�

若
林　

節
子

遠
き
日
の
夫
と
の
見
合
い
柏
餅�

笠
井　

照
子

ひ
ま
わ
り
句
会
（
北
区
）

花は
な
な
か
ぜ

菜
風
洗
車
に
小こ

お
ど
り躍
す
る
児
か
な�

石
井　

敏
子

温
暖
化
一
足
飛
び
に
真
夏
日
に�

辻　

寿
賀
子

ひ
よ
ど
り
台
句
会
（
北
区
）

熊
野
川
川
べ
り
の
土
手
猫
柳�

塩
見　

光
子

ひ
な
流
し
ふ
る
里
の
海
に
ぎ
わ
い
て�

田
中　

弘
子

孫
の
顔
母
に
似
て
き
し
春
う
ら
ら�

筒
井　

豊
子

路
地
中
へ
紅
梅
吹
雪
華
や
げ
る�

中
井　

光
子

北
斗
句
会
（
北
区
）

結
界
の
石
橋
渡
る
入
り
彼
岸�

脇
坂
有
多
子

釈し
ゃ
く
そ
ん尊
の
御
身
小
さ
き
花
御
堂�

久
松　

礼
子

術
前
の
検
査
あ
れ
こ
れ
花
は
葉
に�

増
田　

嗣
夫

病
癒
え
街
へ
買
い
物
春
シ
ョ
ー
ル�

秋
山　

弘
之

苗
木
市
長
き
講
釈
聞
き
流
す�

岸
下　

正
二

あ
の
時
の
あ
の
日
は
遥
か
春
シ
ョ
ー
ル�

松
本　

洋
子

目
が
合
ふ
て
一
鉢
求
む
苗
木
市�

黒
田　

久
江

ま
だ
寝
て
る
も
う
寝
た
ん
か
よ
老
い
た
春�

小
段　

安
徳

卒
業
を
待
っ
て
口
紅
友
と
買
ふ�

藤
井
久
美
子

見
山
台
新
樹
会
（
北
区
）

柔
ら
か
な
柿
の
葉
眩
し
雨
上
り�

松
隈　

弘
子

万
緑
や
歓
喜
の
歌
を
パ
レ
ッ
ト
に�

貞
永　

弘
子

飲
ま
ず
と
も
熟
女
に
酔
っ
て
花
見
か
な�

高
石　

勝
行

手
入
れ
な
き
さ
庭
に
牡
丹
つ
ぼ
み
２
個�

丸
尾　

嘉
子

八
十
路
す
ぎ
ま
だ
生
き
て
る
ぞ
と
花
見
酒�

藤
田　

和
夫

山
椒
の
芽
摘つ

み
て
朝あ

さ
げ餉
の
す
ま
し
汁�

佐
溝
満
喜
子

水
ぬ
る
む
散
歩
に
重
き
ブ
ー
ツ
穿は

く�

石
本　

宏
一

桃
山
台
ク
ラ
ブ
文
芸
部
（
垂
水
区
）

抜
け
前
歯
苺
挟
ま
る
笑
顔
か
な�

田
畑
美
恵
子

特
訓
の
成
果
聞
か
せ
る
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ�
大
上　

昭
敏

◆
個
人

デ
ジ
タ
ル
化
孫
の
帰
省
を
心
待
ち�

（
東
）�

北
田　

建
樹

新
鮮
な
初
夏
を
並
べ
る
直
売
所�

（
灘
）�

山
上　

幸
子

尾
道
の
ご
ろ
ご
ろ
坂
や
東
風
と
歩
む�

（
灘
）�

都
倉　

知
子

一
昨
日
よ
り
山
の
笑
ひ
の
濃
か
り
け
り�

（
北
）�

馬
場
み
つ
え

す
べ
り
台
す
べ
る
子
を
受
け
花
吹
雪�

（
北
）�

山
田
キ
ミ
子

子
供
の
日
腹
一
杯
の
白
い
飯�

（
須
）�

福
本　

和
恵

春
嵐
荒
波
を
砕く

だ

く
東と

う
じ
ん
ぼ
う

尋
坊�

（
垂
）�

木
村　

敏
博

ク
レ
マ
チ
ス
新
緑
の
中
咲
き
ほ
こ
る�

（
西
）�

芝
田　

律
子

川
　
柳

川
　
柳

桂
木
ひ
ふ
み
会
（
北
区
）

ブ
ラ
ン
コ
で
じ
い
さ
ん
何
を
思
っ
て
る�

荒
木　

宗
Q

お
互
い
の
下
手
な
芝
居
を
笑
い
合
う�

京
念
久
美
子

秒
針
が
は
や
く
は
や
く
と
せ
か
す
音�

笹
岡　

淑
子

お
し
ど
り
夫
婦
二
人
芝
居
の
息
ピ
タ
リ�

杉
尾　

悦
子

急
い
で
も
時
は
短
く
な
り
は
せ
ぬ�

大
和
ケ
ン
ト

筑
栄
会
（
北
区
）

パ
リ
の
カ
フ
ェ
歩
道
占
拠
で
酒
た
ば
こ�

あ
き
ら

源
氏
名
を
店
を
出
る
時
も
う
忘
れ�

か
ほ
う

今
朝
も
ま
た
ぼ
っ
ち
コ
ー
ヒ
ー
も
う
五
年�

か
ず
を

名
店
の
香
り
も
至
極
こ
は
く
色�

勢　

似

旧
姓
で
呼
ば
れ
懐
か
し
同
窓
会�

ま
さ
こ

健
康
は
歩
く
習
慣
で
担
保
す
る�

三　

茶

愛
犬
と
仲
良
く
走
り
一
休
み�

よ　

し

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
シ
ン
が
今
は
物
掛
け
に�

か
お
る

◆
個
人

一
人
御
飯
一
汁
三
菜
い
つ
た
べ
た�

（
東
）�

増
田　

芳
之

な
に
か
を
捨
て
る
勇
気
を
持
つ
こ
と
な
り�

（
北
）�

北
野　

利
一

洗
濯
機
俺
の
過
去
ま
で
洗
え
る
か�

（
垂
）�

小
髙　
　

肇

へ
な
ぶ
り

へ
な
ぶ
り

義は

は母
も
夫ふ

も
症
状
違
う
認
知
症

　
　

若
い
と
介
護
何
の
そ
の
だ
が　
　
（
北
）　�

清
水　

久
子

◆
個
人

七
夕
の
願
い
を
こ
め
て
短
冊
に
離
れ
た
君
に
も
一
度
逢
い
た
い�

�

（
中
）�

朝
岡　

俊
之

に
ぎ
や
か
に
白
い
コ
ブ
シ
が
咲
い
て
ま
す
春
が
来
た
よ
と
山
を
に
ぎ
わ
す	�

（
北
）�

眞
木
香
代
子

満
開
に
命
の
限
り
咲
き
ほ
こ
り
夜
半
の
風
に
桜
散
り
ぬ
る�

�
�

（
北
）�

箱
守
喜
久
子

春
陽
が
枝
に
花
満
ち
溢
れ
さ
せ
人
は
笑
顔
で
花
見
楽
し
む�

�
�

（
須
）�

江
口　

啓
子

頼
れ
る
は
わ
が
心
身
の
健
全
さ
先
づ
一
杯
の
白
湯
を
い
た
だ
く	�

�
（
西
）�

増
田　

當
代

菖
蒲
湯
に
浸
か
れ
ば
父
母
の
笹
チ
マ
キ
今
は
店
で
の
風ふ

ぜ
い情
愉た

の

し
む�

�
（
西
）�

吉
野　

洋
子

短　歌短　歌
花
山
短
歌
会
（
北
区
）

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
割
れ
て
花
咲
く
は
こ
べ
草
白
く
小
さ
く
天
使
想
わ
す�

�

船
崎
め
り
子

こ
の
春
は
何
を
し
て
た
か
気
が
付
け
ば
大
好
き
な
土
筆
の
こ
と
も
忘
れ
て
い
た
り�

山
田
加
壽
代

種た

ね子
屋や

く久
の
海
峡
は
る
か
冠
雪
の
心
の
ふ
る
さ
と
宮
之
浦
岳�

富
田　

夢
助

朝
歩
き
空
気
が
澄
め
ば
気
持
ち
よ
く
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
楽
し
さ�

礒
元
カ
ヨ
子

ガ
ラ
ス
越
し
や
さ
し
光
の
う
す
紫
レ
モ
ン
の
花
は
静
か
に
咲
い
た�

清
水　

恵
子

車
窓
よ
り
見
ゆ
る
河
口
の
水
昏
れ
て
塩
屋
の
浜
の
赤
き
灯
台�

古
林　

保
子　

あとがき
　暑い日が続きますが、
皆様いかがお過ごしで
しょうか。暑さが厳しい
夏本番がやってまいりま
した。何よりも体調に
はくれぐれもお気をつけ
ください。熱中症対策や
涼しい過ごし方なども取
り入れて、無理せずお過
ごしください。皆様のお
声を大切に、これからも
様々な情報をお届けして
まいります。次号もどう
ぞお楽しみにお待ちくだ
さい。

《必要事項》
①氏名（ふりがな）�②クラブ名�③題名�④郵便番号�⑤住所�⑥電話番号

※ 葉書サイズ（100mm×148mm以内）・色紙サイズ（242mm×
272mm以内）でお願いします。それ以外は受付できません。

※ 作品は随時ご返却いたしますが、長期間お預かりする場合があり
ますのでご了承ください。

※ 作品は丁重に取り扱いますが、損傷については理由のいかんに関わ
らず、一切の責任は負いません。

《宛先》	〒650-0016	神戸市中央区橘通3-4-1
	 KOBEシニアクラブ	「とっておきの作品」係

会員の皆様から絵はがき＆色紙絵を募集しています。必
要事項を記入したものを同封の上、作品をお寄せ下さい。

「とっておきの作品」募集中「とっておきの作品」募集中

とっておきの作品

「切り絵はがき」【中央区】
相川寿会���高橋　洋子

「バラの花」【中央区】
二宮新栄クラブ���朝岡　俊之

神戸市老連のホームページには、シニアライフを
もっと楽しく、健康的におくるための情報が充実！
◀QRコードからぜひチェックしてみてください！

市老連HPもぜひご覧ください！ ◆
投
稿
募
集

文
芸
欄
へ
の
投
稿
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
作

品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

作
品
、
住
所
、
電
話
番
号
、

単
位
ク
ラ
ブ
名
、
お
名
前
を

必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

（
投
稿
先
）

〒
６
５
０
ー

０
０
１
６

神
戸
市
中
央
区
橘
通
３
丁
目
４-

１

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
事
務
局

「
広
報
紙
〇
〇
係
」

FAX
３
４
１
ー

８
５
２
４

※
〇
〇
は（
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
・へ
な
ぶ
り
）等
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